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2 比島軍政顧問 ・ 村田省蔵の施政構想
I r比島調査委員会」 の調査活動
1 比島調査委員会の発足







1931年に始ま る 日本の ア ジ ア侵略， い わゆ る 「十五年戦争」 の時代は同時に， 日本の多 く の
社会科学者たちが総力戦体制下の国策研究へと動員されることを通じて， I ア ジ ア社会」 の現
実と初めて真正面から向かい合い，調査分析の対象として認識していく時代であったともいえ
る 1)。彼らによるアジア社会研究のなかでも特に代表的なものとしてしばしば言及されるのが，












の研究J (1959， 紀伊国屋書店) ， 太田常蔵 『 ビルマ にお け る 日本軍政史の研究J (1967 ， 吉川
弘文館)のなかで若干の頁が割かれていることを別にすれば，これらの調査活動は当事者の回
顧，または彼らからのインタヴュー記録を通じて「経験談」という形でその一面をかいま見る
ことのみが可能だったのである 3)0 80年代に入 っ て こ の情況を打開 し たのが原費天の大著 「現
代アジア研究成立史論J (1984)4) ， ま た深見純生の論文 「東南ア ジ ア にお け る 日本軍政の調査」


























1942年初め以降， そ う し た陸軍の占領地域で軍政を実施 し たのであ る O ま ず米領植民地であ る
フィリピンでは 1月 3日に第14軍(渡集団)の軍政部が設置され，続いて 2月 16日には英領マ
レーおよび蘭領スマトラ両地域を統括する第25軍(富集団)軍政部， 3 月 に は英領 ピル マ に第




942年初め に は各民政部が設置 さ れて い る O
これら各地域へは，軍政部の補佐のため文官や民間人が軍嘱託として動員されたが，主に行
政の専門分野に従事する彼らの身分保障のため新たに司政官および司政長官の官職が新設され，



































2 比島軍政顧問 ・ 村田省蔵の施政構想







翌年，マヌエル・ケソン Manuel L.Quezon を大統領に独立準備政府と し て フ ィ リ ピ ン ・ コ モ
ンウェルス Commonwealth が成立 し てい る O そ し て 日本軍の フ ィ リ ピ ン上陸， マ ニ ラ 占領 と




























































1943年1 月21 日 に は 「比島調査委員会」 の発足お よ び メ ンバー が公表さ れ ， r マ ニ ラ 新聞』






さらに同日， I調査委員会」 発足の レ セ プ シ ョ ン が開催さ れ， 第14軍司令官であ る 田中静壱，
前最高裁判事および法制委員会委員のラモン・アベンセーニャ Ramon Avencefia の挨拶が な
された。『トリビューン』の記事によれば，このレセプションへのフィリピン側参加者は，第
1 に比島行政府長官ホ ルへ ・ バルガ、 ス ， 最高裁長官の ホ セ ・ ユ ー ロJose Yulo， フ ィ リ ピ ン版
大政翼賛会といえるカリバピ KALIBAPI (新比島奉仕団)幹部などの要人であり，比島行政
府の行政官では局長クラスが多く出席し，そのなかでも農政局長ヒラリオン・シラヤン Hilarion
S.Silayan を筆頭に農商務部の幹部が多いのが注目 さ れ る 26) 。 他の政財界か ら の 出席者 と し
ては国立コナツ公社理事コンラド・ベニテス Conr ado Benitez ， 教育厚生部公立学校局長ガ
ブリエル・マナラク Gabriel Manalac ， 経済計画審議会会長マ ヌ エ ル ・ ロ ハ スManuel L.





アフリカ Bernabe Africa， ホ セ ・ ア ルエ ゴJose M.Aruego ， フ ィ リ ピ ン大学教養部長 レ ア ン
ドロ・ヘルナンデス Leandro Hernandes ， マ ク シ モ ・ 力 一 ラ ウMaximo M.Kalaw ， セ ラ フ ィ
ン・マカライグ Serafin E.Macaraig ， カ ル ロ ス ・ キ リ ノCar losQuirino ， 国立図書館長ユ ー























2 比島調査委員会の現地活動一一 『マ ニ ラ 日記』 を中心に 一一
比島調査委員会の現地活動の実態を記録した史料はさほど多くなく，東畑など各メンバーに
よる戦後の回顧に依存するしかないが，そのなかでも武内辰治の「マニラ日記」はほとんど唯

































12月 末か ら翌年 1 月 初め にかけて開かれた比島調査委員会の会合では恐 ら く こ の よ う な こ と が
全体で話し合われたのであろう。












東畑に関しては「中産階級の育成 J I経済にお け る対米依存の清算」 と い う 村田 の問題意識へ
の共感が明らかであり，また彼の担当である「第四篇経済」の少なくとも前半部分にはそう
した認識の反映がみられるのである。
1 月 中旬の会合では， 六人の委員に よ る比島調査委員会の報告書の執筆分担の正式に決定 さ
れたが，それによれば「フィリピンの民族 J， I政治お よ び国家」 は蝋山， I産業法規お よ び制
度」は末川， I教育お よ び宗教」 は大島， I経済」 は東畑， 杉村， 伊藤で あ っ た 34 ) 。 ま た 同月
中から 2月初めにかけて各委員は軍政監部の各部署，すなわち内務部(塩原有) ，産業部(山
越道三)，交通部(小笠原光寿)，治安部(本田貞晴・陸軍中佐)の各部長，長浜彰・第 14軍憲




の公聴会の代わりとなるものだったと思われる 36)。それは内容的には 2つに大別される。第 1
にはフィリピンの現状を理解するための歴史的背景についてのレクチュアであって，後述する
研究者への委託レポートと同様，報告書執筆に利用されたとみられる o Iマ ニ ラ 日 記」 に よ れ
ば，そのテーマは，修道会問題の歴史的背景(セサル・ゲレロ Cezar Guerero ， エ ン グ ラ シ
オ・ファーブレ Engracio Fabre(比島行政府内務部宗教部長)， M ・ 力 一 ラ ウ か ら 37 ) ) ，フィ
リピンの多民族状況および民族的キャラクターについて (M・タンコ，オトリー・ベイヤー
OtleyBeyer 38) ) ， コ モ ン ウ ェ ル ス期の ケ ソ ン政治の評価 (バルガス 39) )，エスパニャ・アメリ
カ両国の植民地支配の文化的遺産 ( L・ヘルナンデス， G・マナラク 40 ) )， I国父J =ホセ・
リサールの思想とその影響(カミーロ・オシアス Camilo Osias4 1) ) な どが主な も のであ る 。
もう一つは，フィリピン政治の内情・課題，日本軍政への要望，独立・憲法問題へのフィリ
ピン人エリートの対応，独立後の展望に関するもので，シラヤン 42)，キリノ 43 )，比島行政府
司法部長官ホセ・ラウレル Jose P.LaureI 44 ) ， 同教育厚生部長官 ク ラ ロ ・ レ ク トClaro M.









査 47)， 6 月2 日 か ら6 日 ま で蝋山， 馬場， 武内に よ る レ ガス ピ調査48)，同月 16日から 23日まで










フィリピン人専門家からの予備論文の提出を受け， 1943年 8 月 頃に は末川博を除 く 5 名 の委





島調査報告』全四篇としてマニラで印刷された。そして 9月 22日には末川を除く 5名の委員と


















































いうタイトルで、武内および編者セオドア・フレンド Theodore Friend の解説と 「 マ ニ ラ 日 記」
を付してエール大学東南アジア研究から出版された。第2は『フィリピン諸島誌集成』になら
い，それに続く米国統治40年間の史料集の編纂であった。しかしこれは調査委員会の短期間の






























施J， I土地制度ニ関ス ル調査及一部施策ノ 実施J ， I暫定肥料対策 ノ 立案実施」 の 3 つであ っ た。
しかし山越の表現を借りるならば， I当面 ノ 戦争 ノ 遂行 ノ タ メ ニ ス ル ヲ 第一義 ト ス ノレ 」 軍政の
なかでは，そのような長期的対処を必要とする「根本的E恒久的ナル意義ヲ有スル重要事項」







地制度概要J 0943年8 月 ， 以下 「概要J) に結実 し た土地制度調査だ と考え ら れ る O こ の調査











































この調査活動に関連しては，さらにもう一つ報告書が現存する o r比島土地制度ニ関 ス ル座






第 1回がリサール州モンタルパンおよびサンマテオ(1943年 3月 2 日 ) ，第 2回ラグナ州ロス
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バニョス(同年3月 4日)，第 3回パンガシナン州ダグバン( 5 月10 日 ) ， 第4 回 タ ル ラ ク 州パ
ンパン ( 5月 12日)，第 5回パンパンガ州サンフェルナンド ( 5月 14日)，第 6回ブラカン州、|カ









































この動きに対してフィリピンの調査機関の側ではどのように対応したか。 1943年10月 1 1， 12
日の「調査機関主任者会同 Jに「林嘱託」の， 10月 1 8， 19 日 の 「南方学術機関会同」 に 「 フ ィ
リピン科学局」の「畑井[新喜司:引用者]司政長官」および「湯浅嘱託」の出席が報告され














































1)この問題については杉山 [1993J， 207---220頁を参照さ れた い。
2) 東畑[1960J ， 加用 ほ か[1984J を参照。
3) 例えば東京大学教養学部国際関係論研究室に よ る特定研究 「文化摩擦J (1980) では ， 当時の 「南
万J 調査活動の参加者であ る多田芳雄 cr イ ン タ ヴ ュ ー記録 C 4J に収録) ， 柘植秀臣cc同rD 4J),
板垣興一，山田勇，内田直作(以上 rD 6J) ， 東畑精一crF 1J)からの聞き取りを行っている。
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4) 特に総論篇第2章 iT南進」 と ア ジ ア研究」 を参照。
5) 最近の研究動向につ いて は倉沢 ・ 後藤[1996J を参照。 ま た米 ・ 比では 日本 と は対照的に戦後早 く
からフィリピン軍政期の研究が進められてきたが，その動向については寺見[1994Jが詳しい。
6) I フ ォ ー ラ ム 」 の成果 と し て は こ れま での と こ ろ 『比島調査報告」 な どの復刻史料， ~インタヴュー
記録』の他は，池端 [1996J， 111 島 [1994J が公刊 さ れてい る 。
7) 原[1984J 27---28 頁， 防衛研究所戦史部[1985J 551---555 頁。 各地域での南方軍政機構の設置状況，
また部長レヴェルまでのスタッフの交代については秦[1 981] 413---420 頁参照。





ける貿易と資源J I南方諸地域におけ る土着民経済及び社会に関す る研究」 の2 つ の プ ロ ジ ェ ク 卜 を
年次業務計画に決定し，第二調査課(南洋班)の担当とした。このうち前者は全 7巻の「南洋貿易叢
書』刊行による成果の公表を構想したが，敗戦により未刊行に終わった。中村口986J参照。
9) 詳 し く は原 口984J 33---34頁， 深見 口988J 121---126頁を参照。
10) フ ィ リ ピ ン人エ リ ー 卜 の 「対 日協力」 問題に関 して は中野 口989J お よ び同 「宥和 と 圧制」 池端
[1996J 23---58 頁を参照。
11) 村田省蔵(1878---1957) 。 高等商業学校 (一橋大) 卒業後， 大阪商船に就職， 1934 年 に 同社の取締
役社長となる。 1943年 10月の「フィリピン共和国」成立とともに，駐比特命全権大使となり敗戦を迎
える。戦後は対比賠償会談の全権委員を務め，また財界人として日中友好運動を進めた。
12) 粛藤明の回想， 大阪商船 口959J 104 頁。
13) 秋山龍の回想， ~インタヴュー記録 J 56 頁。
14) 秋山の回想、， 大阪商船[1959 J112---113 頁。 な お 「 フ ィ リ ピ ン諸島誌集成』 は エ ン マ ・ ブ レ ア
EmmaHelenBl air と ジ ェ イ ム ズ ・ ロ ノ イ ー ト ソ ン James Alexander Robertson の共編で The
PhilippineIslands1493-1898. 55vols. と し て1903---1909 年にCleveland; TheArthurH.Clark
Company か ら刊行さ れた。
15) 村田L1942aJ 26 頁。 同 [1942bJ 102---103 貢。 ま た村田の戦後の回想， I巣鴨 日記J (1 946年 8月 21
日付)大阪商船[1 959J 466 頁。
16) 村田[1942aJ 27 頁。
17) 武内辰治の回想， ~インタヴュー記録 J 139 頁。
18) 同138---139 頁， 武内の回想に よれば 「比島派遣軍の最高顧問だ っ た けれど も ， なん に もす る こ と が
なしリ村田が「非常に焦燥感にかられて，このままではしょうがないいうのでね，委員会をつくった」
としている。
19) 秋山の回想， 同63 頁。 ま たTakeuchi ‘Manila Diary'(Sep. 23, 1943) , Royama& Takeｭ
uchi [1967J , p.283.
20) 蝋山政道 (1895---1980) 。 東京帝国大学法学部教授であ っ たが， 1939 年 「平賀粛学」 事件で河合栄
治郎に同調し辞職，戦後はお茶の水女子大学学長など歴任。
なお「比島調査委員会 Jの選定の経緯については， ~インタヴュー記録 J 65 頁， 秋山龍の回想を参
H召。
21) 大島正徳 (1880---1947) 。 第一高等学校教授， 東京帝大文学部助教授を経て東京市教育局長に就任。
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また帝国教育会評議員として戦前期の教育の国際交流に貢献し， 1934年に は 「極東教育会議」 日本代
表として訪比。戦後は教育刷新委員会のメンバー。
東畑精一(1899-- 1983)。東京帝大農学部教授で1939年「平賀粛学」後の経済学部「植民政策」講
座主任を兼任(--1945) 。 戦後は農業総合研究所所長， ア ジ ア経済研究所所長な どを歴任。 ま た農政
関係の政府の諮問委員会にしばしば名を連ねた。
伊藤兆司 (1895 -- 1952)。東京帝大農学部卒業後，九州帝大農学部助教授，ついで教授(農業経済
学主任)として内地植民政策および農業地理学を専門とした。主著に『南洋農業資源論』日本評論社，
1938年。1946年辞職 し農業を営む も病死。 姉は東僚英機の妻。 九州大学農学部50周年記念会[1971J
185頁参照。
末川博(1892 --1977) 。 京都帝大法学部教授であ っ たが1933年， 滝川事件での大学の対応を批判 し
て辞職し，大阪商科大学講師・教授に転ずる。戦後は立命館大学学長を務めた。
杉村広蔵 (1895-- 1948) 。 東京商科大学助教授と して左右田喜一郎の系統をヲ | く 経済哲学を講 じ た
が， 1936年， 彼 自身の学位請求論文をめ ぐ る 「白票事件」 で辞職。 その後交易営団理事な どを務め，
戦後の1946年商大に復帰。
22) 東畑は蝋山 と学生時代か ら の旧知で， 昭和研究会に と も に参加 し てい る ほか， 蝋山が出馬 し 当選 し
た翼賛選挙(1942年4月)を支援している。東畑[1979J 39頁， 同[1984J 22--23頁。
23) 武内辰治 (1904--1996) 。 中学校中退後， 米国に留学 し ， シ カ ゴ大学大学院で政治学博士号を取得，
関西学院大高等商業学部教授となる。また 1937 -- 1939年，外務省嘱託として米国に派遣。比島調査委
員会解散後は1944年に陸軍専任嘱託ビ、ルマ政府最高顧問附。戦後は関学大教授，法学部長を歴任。






馬場啓之助 (1908 -- 1987)。東京商大卒業後，東亜研究所所員。戦後は東畑の誘いにより農業総合
研究所を経て一橋大に教授として復帰，経済学部長，学長事務取扱。退官後は社会保障研究所所長。
なお，東畑の補助委員である林純一については詳細不明。
24) Royama&Takeuchi [1967J, p.214(‘ Manila Diary' , Dec.26, 1942).
25) 以下の 「比島調査委員会」 発足式およ び 日比合同の レ セ プ シ ョ ン につ いての記述は 『マ ニ ラ 新聞』
昭和十八年一月二十二日付，および The Tribune , Jan.22, 1943に よ る 。
26) ヒ ラ リ オ ン ・ シ ラ ヤ ン (1894--1952) 。 リ サ ー ル州の出身で フ ィ リ ピ ン大学 ロ スパニ ョ ス校卒業後，
1917年 ラ ナ オ州副知事と な っ て農業生産向上に能力を発揮 し た。 農業増産部長， 地方発展委員会書記
長，ミンダナオ植民計画理事などを歴任ののち 1936年に農林部長に就任し食糧増産運動を指導した
(TheTribune , Sep. , 12, 1942 ‘Our leadingPersonalities' 参照) 0 r ト リ ビ ュ ー ン 』 の記事に
よれば調査活動のため訪比した日本人研究者との接触が多かったようである。
なお，このレセプションの農商務部からの他の出席者としては， r ト リ ビ ュ ー ン』 に よ れば， 鉱山
局長キリノ・アバディーリャ Quirino A.Abadilla ， 科学局長ア ン ヘル ・ ア ルゲ レ スAngel S.Arｭ
guelles 科学局長， 農畜産局長ホ セ ・ カ ム スJose S.Camus 農畜産局長， フ ロ レ ン シ オ ・ タ メ シ ス
FlorencioTamesis 林業水産局長が し必。











学先史学研究J (全 2巻，矢島書房， 1946, 1952年) と し て刊行さ れた。1944年に は民俗調査の た め
北ボルネオに派遣され，翌45年 7月以降軍の退却の過程で行方不明。山崎 [1992J 194'""-'216頁参照。
田町正警東京帝大農学部卒業後， 1926年九州帝大農学部助教授， つ いで教授と な り 濯概利水工学
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